


観覧料：

当日券

前売券

団体券

大学生　

500円

300円

300円

　　一般　

1,000円

　800円

　800円

＊高校生、18歳未満の方、および障害者手帳をご持参

の方（付添の方1名を含む）は無料

＊3月26日（土）は「六本木アートナイト2011」開催にと

もない無料

＊団体券は会場でのみ販売（20名以上に適用）

＊会期中に当館で開催中の他の企画展、および公募展

のチケット、またはサントリー美術館、森美術館（六本

木アート・トライアングル）で開催中の展覧会チケット（半

券可）を提示された方は、団体料金が適用されます

＊前売券、および当日券はチケットぴあ（Pコード: 

564- 451）、ローソンチケット（Lコード: 34478）でも取

り扱っております（手数料がかかる場合がございます）

※前売券は 3月15日（火）まで販売（ただし会場販売は

3月14日（月）まで）

国立新美術館が毎年開催する「アーティスト・ファイル」展は、国内外でいま最も注目す

べき活動を展開している作家たちを選抜し、紹介するアニュアル（毎年開催）形式の展覧

会です。第 4回目となる今回の展覧会は、日本人作家と海外作家あわせて8組という、国

際色豊かな顔ぶれで構成されます。

出品作品は、絵画、写真、陶芸、映像、インスタレーションと多岐にわたり、作家たちの

問題意識も様々です。しかし、こうした違いはあるものの、作家特有の鋭敏な感覚と問題

意識によって生み出された作品は、いずれも、私たちが身を置く現代社会の特質を鋭く反

映しており、時代のリアリティとでもいうべきものを、それぞれの表現で伝えています。

「アーティスト・ファイル 2011」展は、多様なメディアに溢れた現代に特有の、刺激的で

豊かな芸術表現に触れる絶好の機会となることでしょう。

企画概要

松江泰治《ALTIPLANO 100676》2010年 ビデオ ©TAIJI MATSUE  Courtesy of TARO NASU



展覧会の見どころ

「アーティスト・ファイル」展とは

現代に生きる作家たちの新しい表現を紹介することは、国立新美術館が掲げる使命のひ

とつです。この目的を果たすために2008年に立ち上げられたのが、「アーティスト・ファイ

ル」展です。

作家たちは、特定のテーマに沿って選抜されたわけではありません。国立新美術館の学

芸スタッフが日ごろのフィールド・ワークを通じて推薦した作家から、この時期に紹介す

るに相応しい輝きを見せる顔ぶれが選ばれているのです。したがって、その問題意識、表

現やメディアは千差万別であり、そこから立ち上ってくるリアリティは、見る者に委ねら

れています。

多様なメディア、多様な表現の魅力

2008年の初回から今回まで、このプロジェクトへの参加作家は32人に上ります。作家た

ちが用いるメディアは、絵画や彫刻、写真、インスタレーション、そして、映像といった

ニュー・メディアまで、多種多様です。また、出身国、年齢、そして造形作家としての問

題意識も、実に様々です。展覧会には毎回、今日の美術状況の縮図とも言うべき多彩な

作品が揃います。

国際的な顔ぶれと内容

過去3回の「アーティスト・ファイル」展と今回の大きな違いは、海外作家を多く招聘して

いる点です。1990年代以降、グローバリゼーションの波は現代美術にも押し寄せました。

国境を越えることで生まれる新たな文化の創出、および、それにともなう負の現象は、

アートの世界にも大いに刺激を与えました。そして、実際に国境を越えて活躍する作家

も、ますます増えています。今回の「アーティスト・ファイル」展は、こうした近年の動向

を、これまで以上に色濃く反映しています。

ひとりひとりの作家の丁寧な紹介

「アーティスト・ファイル」展の会場は、ひとりひとりの作家の仕事をじっくり鑑賞できる

よう、小さな個展の連なりとして構成されています。また展覧会カタログも、作家ごとの

分冊形式で編集されています。会場構成、およびカタログの編集方針からも分かるように、

「アーティスト・ファイル」展は、個々の作家の個性を十分に発揮し、それを記録にとどめ

る点に、大きな特色があるのです。なお、会期半ばには、会場の記録集も刊行します。

作家に関する資料の収集、提供と連動した展覧会

「アーティスト・ファイル」という名称は、展覧会のコンセプトを示すだけではありません。

展覧会を機に、参加した作家の資料をファイリングし、これを継続、発展させることは、

国立新美術館がアートセンターとしての機能を果たすための重要な活動なのです。「アー

ティスト・ファイル」展は、展覧会と情報資料の収集、提供が一体化した、国立新美術館

ならではのプロジェクトです。

   関連イベント（予定）
◎アーティスト・トーク
3月19日｜土｜14:00 -15:00  バードヘッド
3月26日｜土｜19:00-20:30 鬼頭健吾、松江泰治
4月16日｜土｜14:00 -15:00  岩熊力也
ゲスト：ポンちゃん人形（腹話術）による紙芝居
◎フィルム上映会 +アーティスト・トーク
3月21日｜月・祝｜ビョルン・メルフス
◎アーティスト・ワークショップ
5月7日｜土｜ 中井川由季

※各イベントの日時や内容は変更される場合があります。
詳細やその他関連イベントについては当館のホームペー
ジをご覧ください。

   同時期開催の企画展
「シュルレアリスム展
―パリ、ポンピドゥセンター所蔵作品による―」
2011年2月9日｜水｜– 5月9日｜月｜

アクセス
東京メトロ千代田線  乃木坂駅青山霊園方面改札 6出口
（美術館直結）
東京メトロ日比谷線  六本木駅4a出口  徒歩5分
都営地下鉄大江戸線  六本木駅 7出口  徒歩4分









「アーティスト・ファイル 2 011―現代の作家たち」
広報用画像データ一覧

展覧会広報用として作品画像をご用意しております。
ご希望の場合は別紙の申込書に必要事項をご記入の上、ファックスにてお申し込みください。
（メールで直接お申し込みいただくことも可能です。）

和文記載およびクレジット番号

1

2

3

4

5

6

7

8

画像 英文記載およびクレジット

クリスティン・ベイカー《ワン・ピラミッド・ナイン・フェイス》
2010年 アクリル／PVC　
©Kristin Baker, Neil Wong Collection, 
Photo Farzod Owrang, Image courtesy The Suzanne 
Geiss Company

バードヘッド《無題》2010年　
ゼラチン・シルバー・プリント

タラ・ドノヴァン《無題（マイラー・テープ）》
2008年 金属化ポリエステルフィルム
©Tara Donovan, courtesy The Pace Gallery, 
Photo by Dennis Cowley, courtesy The Pace Gallery

岩熊力也《reverb（無頭のスフィンクス、逃げるウサギ、偽ウサギ）》
2007年 アクリル／ポリエステル、木枠　
高橋コレクション蔵 撮影：末正真礼生 写真提供：コバヤシ画廊

鬼頭健吾《無題》2010年　
展示風景:「pig ment」展 ベルリンの廃屋にて 2010年　
Courtesy of Gallery Koyanagi

松江泰治《ALTIPLANO 100676》　
2010年 ビデオ 
©TAIJI MATSUE  Courtesy of TARO NASU

ビョルン・メルフス《夜番 | ナイトウォッチ》
2010年 ビデオ・インスタレーション
© Bjørn Melhus

中井川由季《受け止めるために沈み込む》
2009年 陶　
撮影：林雅之

Kristin BAKER, One Pyramid Nine Faces, 
2010, acrylic on PVC
©Kristin Baker, Neil Wong Collection, Photo Farzod 
Owrang, Image courtesy The Suzanne Geiss Company

BIRDHEAD, Untitled, 2010
gelatin silver print

Tara DONOVAN, Untitled (Mylar Tape), 
2008, polyester metallized film tape
©Tara Donovan, courtesy The Pace Gallery, 
Photo by Dennis Cowley, courtesy The Pace Gallery

IWAKUMA Rikiya, reverb (Headless sphinx, fleeing rabbit, 
false rabbit), 
2007, acrylic on polyester, wood
Takahashi Collection  Photo: SUEMASA Mareo
Image courtesy GALLERY KOBAYASHI

KITO Kengo, Untitled, 2010
Installation view of the exhibition  “pig ment”, Berlin, 2010
Courtesy of Gallery Koyanagi

MATSUE Taiji, ALTIPLANO 100676, 
2010, video  
©TAIJI MATSUE  Courtesy of TARO NASU

Bjørn MELHUS, YOBAN | NIGHTWATCH
2010, video installation  
© Bjørn Melhus

NAKAIGAWA Yuki, Sink into Passivity
2009, ceramic
Photo: HAYASHI Masayuki



    画像データ申込み（ご希望のデータの番号にチェックをつけてください）

    プレゼント用招待券申込み（ご希望の場合はチェックをつけてください）

□ 10組20枚を希望します。
＊発送は 2月初旬を予定しております。
＊チケット発送先となるご住所をご記入ください。

貴社名：

媒体名：

ご担当者名：

TEL： 　　　　　　　　　　                 FAX：

E-mail：

画像到着希望日： 　　　　　　　月　　　　日　　　　時ごろまでに送付　

掲載／放送予定日（コーナー名）：

◎写真ご使用に際してのお願い
＊作品写真の使用目的は、本展のご紹介のみとさせていただきます。なお、本展覧会終了後の使用はできませんのでご了承ください。
＊写真掲載にあたっては、［記載クレジット］全文（日英どちらか一方）を表記してください。
＊トリミングおよび文字のせはできませんのでご了承ください。
＊基本情報確認のためゲラ刷り・原稿の段階で下記の広報担当までファックスまたはE-Mailにてお送りください。
＊掲載紙・誌等を必ず広報担当までご送付いただきますようお願い致します。
　またお手数ですが、招待券プレゼントの受付・発送などは貴編集部にてお願い致します。

報道関係のお問い合わせ：

国立新美術館 広報担当　滝沢、李、石松　Tel: 03-6812-9925　Fax: 03-3405-2532　E-mail: pr@nact.jp

「アーティスト・ファイル 2 011―現代の作家たち」
広報用画像データ・プレゼント用招待券申込書

国立新美術館  広報担当 行
FAX ： 03-3405-2532  E-mai l：pr@nact . jp

□ 1　□ 2　□ 3　□ 4　□ 5　□ 6　□ 7　□ 8


